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益田市版 SDGs の説明資料             ※計画案 p.17～19関連 
各「益田市版 SDGs」のアイコンのイラストは、「益田市におけるゴール」からイメージできるものの中で代

表的なもの、象徴的なものをイラスト化したものです。 

 益田市におけるゴール 

①地域共生社会を実現しよう 

 

一人ひとりが抱える問題に寄り添い、市民みんなで地域共生社会を実現するまち 

アイコンの説明 

子どもと杖を持った人を描いています。 

子ども、高齢者、障がいを持つ人など、社会的に弱い立場に置かれている人も、誰

も置き去りにされず、みんなで支え合って生活ができる社会をイメージしています。 

  

 益田市におけるゴール 

②地産地消でより良い生活を 

 

地産地消により、生活レベルが向上するまち 

アイコンの説明 

本市の主要な特産品である、メロン、トマト、ぶどうを描いています。 

益田で採れた地のものを益田で消費すること（地産地消）、また必要な人に行き渡

ることで、生活がより豊かになることをイメージしています。 

  

 益田市におけるゴール 

③心身の健康と安心できる生活をみんなに 

 

生涯を通じて心身ともに健康で、子どもから高齢者まで安心して生活ができるまち 

アイコンの説明 

サイクリングを楽しむ市民と、犬と一緒に散歩をする市民を描いています。 

日々の健康づくり活動と、必要な医療を受けられる環境づくりにより、市民がサイク

リングや散歩などを楽しむことができている様子をイメージしています。 

 

 益田市におけるゴール 

④大人も子どもも一緒に成長しよう 

 

地域の中で子どもたちの「生きる力」を育み、大人も一緒に成長できるまち 

アイコンの説明 

大人と子どもが向き合って対話をしている様子を描いています。 

学校の中だけでなく、地域に出て「ひと・もの・こと」に触れる活動をすることにより、

子どもたちの育ちが豊かになり、またそういった活動を通して大人も同時に成長で

きる様子をイメージしています。 

参考資料 



2 

 

 

 益田市におけるゴール 

⑤「自分らしく」を尊重しよう 

 

性差に関わらず、誰もが自分らしく生活できるまち 

アイコンの説明 

市民がお互いに向き合い、その間に市の花である水仙を描いています。 

益田を象徴する、「益田らしい」もの＝水仙と考え、イラストの中心に置くことで、市

民一人ひとりがお互いの「自分らしさ」を認め合う様子をイメージしています。 

  

 益田市におけるゴール 

⑥豊かな水辺環境を守ろう 

 

高津川を始めとした、美しい水辺環境がいつまでも残るまち 

アイコンの説明 

高津川を描いています。 

高津川に代表される、豊かで美しい水辺環境が将来にわたって維持されている様

子をイメージしています。 

 

 益田市におけるゴール 

⑦自然を活かしたエネルギーでクリーンなまちに 

 

バイオマスなどの自然を活かしたエネルギーが供給できるまち 

アイコンの説明 

木の葉と電気（カミナリマーク）を描いています。 

本市の豊かな自然環境を活かし、木質バイオマスを始めとするバイオマス発電など

の自然エネルギーが供給されているクリーンなまちをイメージしています。 

  

 益田市におけるゴール 

⑧「このまちで働きたい」をかなえよう 

 

地域を支える産業が安定して営まれ、「このまちで働きたい」をかなえるまち 

アイコンの説明 

くわを持って生き生きと農作業をする農家を描いています。 

やりがいを持って仕事に取り組む様子を描くことで、その姿を見た子どもたちが将

来地元で働きたいと思える、またその希望がかなえられるまちをイメージしていま

す。 
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 益田市におけるゴール 

⑨時代に適応した産業・通信基盤をつくろう 

 

先端技術を活用し、新たな時代に適応できる産業基盤や通信基盤が整備されたま

ち 

アイコンの説明 

電気自動車（左）とパソコン（右）が通信をしている様子を描いています。 

地域課題の解決のために、今後ますます重要となってくる AI や IoT などの先端技

術を活用している様子を描くことで、その基礎となる産業基盤や通信基盤が整備さ

れているまちをイメージしています。 

 

 益田市におけるゴール 

⑩平等なまちを実現しよう 

 

互いの人権を尊重し、誰もが暮らしやすい社会が実現するまち 

アイコンの説明 

天秤とその上に座る市民の姿を描いています。 

天秤が釣り合うことで「平等」を表現し、市民みんながお互いの人権を尊重し合うま

ちをイメージしています。 

 

 益田市におけるゴール 

⑪魅力ある地域の暮らしをいつまでも 

 

地域の魅力を活かし、安心して住み続けられるまち 

アイコンの説明 

山、川、民家を描いています。 

自然や文化などの各地域の魅力を市民が感じ、活かしながら、「いつまでもこのま

ちに住み続けたい」と思える、またその希望がかなえられるまちをイメージしていま

す。 

  

 益田市におけるゴール 

⑫資源ロスの少ないまちに 

 

限りある資源を有効に活用した、ロスの少ないまち 

アイコンの説明 

手の上に土壌を載せ、資源が循環する様子を描いています。 

「もの」をつくる側の人も、つかう側の人も、資源のロス（無駄）を意識して行動するこ

とで、限りある資源の循環が実現する様子をイメージしています。 
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 益田市におけるゴール 

⑬自然災害に強くしなやかなまちに 

 

平時から自然災害に備え、災害が起こっても強くしなやかに対応できるまち 

アイコンの説明 

土木学会選奨土木遺産に認定されている高角橋と、高津川を描いています。 

明治 25 年に木造の橋が架けられて以降、洪水による流出を幾度も経験し、昭和

17年に今の姿の高角橋が建設されました。高角橋に象徴されるような、災害に対し

て強くしなやかに対応し、まち並みや景観が次の世代に受け継がれていくまちをイ

メージしています。 

 

 益田市におけるゴール 

⑭豊かな日本海を守ろう 

 

美しい日本海と、海の恵みを活かした水産業がいつまでも営まれるまち 

アイコンの説明 

砂浜（左）にハマグリ、日本海（右）にイカを描いています。 

砂浜と日本海の美しさを守り、そこで採れる海の恵みを活かした水産業も次の世代

に受け継いでいくことで、益田における「海の豊かさ」を守ることにつながることをイ

メージしています。 

  

 益田市におけるゴール 

⑮豊かな森林と田畑の恵みを守ろう 

 

豊かな森林と美しい田畑の景観が受け継がれ、活気ある農林業が営まれるまち 

アイコンの説明 

益田の森林と田畑を描いています。 

市域の 8 割以上を占める森林と、田畑の美しい景観を維持するため、農林業を次

の世代に受け継ぎ、森林や田畑の恵みを活かしていくことが、益田における「陸の

豊かさ」を守ることにつながることをイメージしています。 
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 益田市におけるゴール 

⑯公平・公正と安心・安全をみんなに 

 

公平・公正で開かれた行政運営のもと、誰もが安心・安全を感じられるまち 

アイコンの説明 

ハートとそれを包む手を描いています。 

行政などの公共機関が市民に対して説明責任を果たし、また市民の活動を支援す

ることで、市民が安心・安全を感じられるイメージをハートに込めました。ハートを包

み込む様子を描くことで、市民の安心・安全を守り、大切にする様子をイメージして

います。 

 

 益田市におけるゴール 

⑰協働で目標や課題に取り組もう 

 

市民みんなの協働により、あらゆる目標や課題に取り組むまち 

アイコンの説明 

益田市域図とその中で市民が握手をする様子を描いています。 

地域のあらゆる目標や課題に対して、すべての市民が対等な立場で、互いに手を

取り合って取り組む様子をイメージしています。 

 


